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(57)【要約】
　本発明は、格子形態で形成される支持体と、前記支持体の前記格子にコーティングされ
、複数個の通孔が形成される多孔性イオン移動抑制層と、を含み、且つ、前記多孔性イオ
ン移動抑制層の前記各通孔は、電解質に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さ
いサイズを有するように形成され、前記電子移動促進イオンが前記多孔性イオン移動抑制
層を通過しないことを特徴とする。
　本発明によると、分離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含
有されたカリウムイオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記カリ
ウムイオンが炭素層に移動しないようにすることで、水酸化カリウムの析出を根本的に防
止し、炭素層が破壊されるに伴って空気亜鉛電池の性能が低下することを防止する効果が
ある。
　また、炭素層にカリウムが移動することを防止することによって、空気亜鉛電池の充電
時に酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出しないようにして、空気亜鉛電池
を二次電池として使用可能にする効果がある。
　また、アルカライン電池の分離膜に本発明を適用する場合、充電時に水酸化カリウムが
析出することを防止することができるため、アルカライン一次電池を二次電池として活用
することができる効果がある。



(2) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　格子形態で形成される支持体と、
　前記支持体の前記格子にコーティングされ、複数個の通孔が形成される多孔性イオン移
動抑制層と、を含み、
　前記多孔性イオン移動抑制層の前記各通孔は、電解質に含有された電子移動促進イオン
のサイズより小さいサイズを有するように形成され、前記電子移動促進イオンが前記多孔
性イオン移動抑制層を通過しないことを特徴とする、選択的イオン移動が可能な分離膜。
【請求項２】
　前記支持体は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）で形成され、
　前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）で形成されること
を特徴とする、請求項１に記載の選択的イオン移動が可能な分離膜。
【請求項３】
　前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電気的に荷電さ
せて、前記支持体に紡糸する電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）により形
成されることを特徴とする、請求項２に記載の選択的イオン移動が可能な分離膜。
【請求項４】
　前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）にアルカリ金属ま
たはアルカリ土類金属を少なくとも一つ以上置換して形成されることを特徴とする、請求
項２に記載の選択的イオン移動が可能な分離膜。
【請求項５】
　正極と、
　負極と、
　前記正極と負極との間に介在される分離膜と、
　前記負極、前記分離膜および前記正極の一部を含浸する電解液と、を含み、
　前記分離膜は、複数個の通孔が形成された多孔性材質で形成され、
　前記各通孔は、前記電解液に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さいサイズ
を有するように形成され、前記電子移動促進イオンが前記分離膜を通過しないようにする
ことで、前記電子移動促進イオンが前記正極側に移動しないようにすることを特徴とする
、二次電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選択的イオン移動が可能な分離膜およびこれを含む二次電池に関し、より詳
細には、分離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有された電
子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記電子移動促
進イオンが前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないようにする選択的イオン移動が可能
な分離膜およびこれを含む二次電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、電池は、負極（ａｎｏｄｅ）および正極（ｃａｔｈｏｄｅ）と、これらの間
に分離膜（ｓｅｐａｒａｔｏｒ）を介在させて組み込むが、この際、電池の両電極の間に
位置する分離膜は、正極と負極が直接接触し、内部短絡が発生することを防止する副資材
であって、電池内においてイオン通路であるだけでなく、電池の安全性の向上に重要な役
目をする。
【０００３】
　図１には、空気亜鉛電池の一般的な構造を示す図である。
【０００４】
　空気亜鉛電池は、正極と、分離膜４０と、電解液５０と、負極とを含んで構成される。
【０００５】
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　まず、前記正極は、炭素層２０と、炭素層２０の内部に形成される金属メッシュ形態の
正極集電体３０と、炭素層２０の上部に形成されるテフロン層１０とを含む。
【０００６】
また、炭素層２０の下部に分離膜４０が介在し、分離膜４０から所定の間隔を隔てて前記
負極の負極集電体６０が形成される。
【０００７】
　電解液５０は、亜鉛（Ｚｎ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）および水（Ｈ２Ｏ）が混合さ
れたスラリー形態で形成され、分離膜４０と負極集電体６０との間に収容される。この際
、電解液５０が分離膜４０を通過して炭素層２０の一部を含浸し、気液界面２１を形成す
るようになる。
【０００８】
　上記のように構成される空気亜鉛電池は、電解液５０に含有された亜鉛が空気中の酸素
と反応して、酸化亜鉛に変化するときに生成される電子の移動によって作動するようにな
る。
【０００９】
　上記のような従来の空気亜鉛電池は、分離膜４０の多数の通孔を介して電解液５０が炭
素層２０の一部を含浸しているが、この際、電解液５０に含有された水酸化カリウムが空
気中の酸素と反応して析出する。これにより、炭素層２０が破壊され、空気亜鉛電池の性
能が低下する問題点があった。
【００１０】
　また、空気亜鉛電池の充電時に、酸素が正極側に移動するが、正極側に移動した酸素と
水酸化カリウムが反応して析出するため、空気亜鉛電池を二次電池として使用しにくい問
題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、前述したような問題点を解決するためのものであって、本発明の目的は、分
離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有された電子移動促進
イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記電子移動促進イオンが
前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないようにする選択的イオン移動が可能な分離膜お
よびこれを含む二次電池を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜は、格子形
態で形成される支持体と、前記支持体の前記格子にコーティングされ、複数個の通孔が形
成される多孔性イオン移動抑制層と、を含み、且つ、前記多孔性イオン移動抑制層の前記
各通孔は、電解質に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するよ
うに形成され、前記電子移動促進イオンが前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないこと
を特徴とする
【００１３】
　この際、前記支持体は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）で形成され、前記多孔性イオ
ン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）で形成され得る。
【００１４】
　また、前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電気的に
荷電させて、前記支持体に放射する電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）に
より形成され得る。
【００１５】
　また、前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）にアルカリ
金属またはアルカリ土類金属を少なくとも一つ以上置換して形成され得る。
【００１６】
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　また、本発明による二次電池は、正極と、負極と、前記正極と前記負極との間に介在さ
れる分離膜と、前記負極、前記分離膜および前記正極の一部を含浸する電解液と、を含み
、前記分離膜は、複数個の通孔が形成された多孔性材質で形成され、前記各通孔は、前記
電解液に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成さ
れ、前記電子移動促進イオンが前記分離膜を通過しないようにすることで、前記電子移動
促進イオンが前記正極側に移動しないことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　これにより、本発明は、次のような効果を有する。
第一に、分離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有されたカ
リウムイオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記カリウムイオン
が炭素層に移動しないようにすることで、水酸化カリウムの析出を根本的に防止し、炭素
層が破壊されるに伴って空気亜鉛電池の性能が低下することを防止するという効果がある
。
【００１８】
　第二に、炭素層にカリウムが移動することを防止することによって、空気亜鉛電池の充
電時に、酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出しないようにして、空気亜鉛
電池を二次電池として使用可能にするという効果がある。
【００１９】
　第三に、アルカライン電池の分離膜に本発明を適用する場合、充電時に、水酸化カリウ
ムが析出することを防止することができるため、アルカライン一次電池を二次電池として
活用することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、空気亜鉛電池の一般的な構造を示す図である。
【図２】図２は、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜を示す図である。
【図３】図３は、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜が含まれた二次電池の構
造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本明細書および特許請求の範囲に使用された用語や単語は、通常的または辞書的な意味
に限定して解釈されてはならず、発明者は、自分の発明を最善の方法で説明するために用
語の概念を適宜定義することができるという原則に基づいて、本発明の技術的思想に符合
する意味や概念として解釈すべきである。
【００２２】
　したがって、本明細書に記載された実施例と図面に示された構成は、本発明の最も好適
な一実施例に過ぎず、本発明の技術的思想を全部代弁するものではないため、本出願の時
点においてこれらを代替できる多様な均等物と変形例があり得ることを理解しなければな
らない。なお、本発明を説明するに際して、関連した公知技術などが本発明の要旨を不明
にし得ると判断される場合には、それに関する詳しい説明は省略する。
【００２３】
　以下、添付の図面を参照して本発明の好適な実施例による選択的イオン移動が可能な分
離膜およびこれを含む二次電池について説明する。
【００２４】
　本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜１００は、図２に示されたように、格子
形態で形成される支持体１１０と、支持体１１０の前記格子にコーティングされ、複数個
の通孔が形成される多孔性イオン移動抑制層１２０とを含む。
【００２５】
　まず、支持体１１０は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）を硬化させて製作される格子
形態のシートである。ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）は、高分子化合物でポリ酢酸ビニ
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ルを加水分解して得られる無色粉末であって、硬化させたとき、水に十分にぬれない特性
を有する。
【００２６】
　本実施例では、支持体１１０がポリビニルアルコール（ＰＶＡ）で製作されると説明し
ているが、必ずしもこれに限定されるものではなく、水に十分にぬれない材料は全部可能
である。
【００２７】
　なお、多孔性イオン移動抑制層１２０は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電気的
に荷電させて、支持体１１０の前記格子に紡糸することによって形成される。すなわち、
多孔性イオン移動抑制層１２０は、電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）に
より形成されるものである。上記のように、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電界紡
糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）により支持体１１０に紡糸し、多孔性イオン
移動抑制層１２０を形成すると、多孔性イオン移動抑制層１２０に多数の通孔が形成され
るが、前記通孔のサイズがカリウムイオンのサイズより小さいサイズで形成される。した
がって、カリウムイオンが炭素層に移動しないため、水酸化カリウムが析出することを防
止する。
【００２８】
　また、多孔性イオン移動抑制層１２０は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）にアルカ
リ金属またはアルカリ土類金属を少なくとも一つ以上置換して形成させることもできる。
ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）のバックボーンに連結されたラジカルのメチル基水素
を少なくとも一つ以上アルカリ金属またはアルカリ土類金属で置換すると、化学的構造上
、カリウムイオンが多孔性イオン移動抑制層１２０を通過しないようになる。この場合に
も、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎ
ｇ）により形成させることと同一の効果が得られる。
【００２９】
　以下では、図３を参照して、本発明による二次電池について説明する。
本発明による二次電池は、正極と、分離膜４０と、電解液５０と、負極とを含んで構成さ
れる。
【００３０】
　まず、前記正極は、炭素層２０と、炭素層２０の内部に形成される金属メッシュ形態の
正極集電体３０と、炭素層２０の上部に形成されるテフロン層１０とを含む。
【００３１】
　また、炭素層２０の下部に選択的イオン移動が可能な分離膜１００が介在し、選択的イ
オン移動が可能な分離膜１００から所定の間隔を隔てて前記負極の負極集電体６０が形成
される。
【００３２】
　電解液５０は、亜鉛（Ｚｎ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）および水（Ｈ２Ｏ）が混合さ
れたスラリー形態で形成され、分離膜４０と負極集電体６０との間に収容される。この際
、電解液５０が選択的イオン移動が可能な分離膜１００を通過して炭素層２０の一部を含
浸し、気液界面２１を形成する。
【００３３】
　本発明による二次電池は、選択的イオン移動が可能な分離膜１００の多孔性イオン移動
抑制層１２０によりカリウムイオンが炭素層２０に移動しないため、水酸化カリウムの析
出を根本的に防止し、炭素層が破壊されるに伴って二次電池の性能が低下することを防止
することができる。
【００３４】
　また、炭素層にカリウムが移動することを防止することによって、二次電池の充電時に
、酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出しないようにして、空気亜鉛電池を
二次電池として使用可能にすることができる。
【００３５】
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　なお、本発明の選択的イオン移動が可能な分離膜１００をアルカライン電池に適用する
場合、アルカライン電池の正極側にカリウムイオンが移動することを防止し、充電時に、
酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出することを防止することができるため
、アルカライン一次電池を二次電池として活用することができるという非常に優れた効果
が発生する。
【００３６】
　以上、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜およびこれを含む二次電池に関す
る好適な実施例について説明した。
【００３７】
　前述した実施形態は、全ての面で例示のものであり、限定的なものでないと理解しなけ
ればならない。そして、本発明の範囲は、上記の詳細な説明よりは後述する特許請求の範
囲により示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導出される全
ての変更または変形可能な形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月14日(2017.11.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、選択的イオン移動が可能な分離膜およびこれを含む二次電池に関し、より詳
細には、分離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有された電
子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記電子移動促
進イオンが前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないようにする選択的イオン移動が可能
な分離膜およびこれを含む二次電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、電池は、負極（ａｎｏｄｅ）および正極（ｃａｔｈｏｄｅ）と、これらの間
に分離膜（ｓｅｐａｒａｔｏｒ）を介在させて組み込むが、この際、電池の両電極の間に
位置する分離膜は、正極と負極が直接接触し、内部短絡が発生することを防止する副資材
であって、電池内においてイオン通路であるだけでなく、電池の安全性の向上に重要な役
目をする。
【０００３】
　空気亜鉛電池の一般的な構造を説明する。
【０００４】
　空気亜鉛電池は、正極と、分離膜と、電解液と、負極とを含んで構成される。
【０００５】
　まず、前記正極は、炭素層と、炭素層の内部に形成される金属メッシュ形態の正極集電
体と、炭素層の上部に形成されるテフロン層とを含む。
【０００６】
また、炭素層の下部に分離膜が介在し、分離膜から所定の間隔を隔てて前記負極の負極集
電体が形成される。
【０００７】
　電解液は、亜鉛（Ｚｎ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）および水（Ｈ２Ｏ）が混合された
スラリー形態で形成され、分離膜と負極集電体との間に収容される。この際、電解液が分
離膜を通過して炭素層の一部を含浸し、気液界面を形成するようになる。
【０００８】
　上記のように構成される空気亜鉛電池は、電解液に含有された亜鉛が空気中の酸素と反
応して、酸化亜鉛に変化するときに生成される電子の移動によって作動するようになる。
【０００９】
　上記のような従来の空気亜鉛電池は、分離膜の多数の通孔を介して電解液が炭素層の一
部を含浸しているが、この際、電解液に含有された水酸化カリウムが空気中の酸素と反応
して析出する。これにより、炭素層が破壊され、空気亜鉛電池の性能が低下する問題点が
あった。
【００１０】
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　また、空気亜鉛電池の充電時に、酸素が正極側に移動するが、正極側に移動した酸素と
水酸化カリウムが反応して析出するため、空気亜鉛電池を二次電池として使用しにくい問
題点があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、前述したような問題点を解決するためのものであって、本発明の目的は、分
離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有された電子移動促進
イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記電子移動促進イオンが
前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないようにする選択的イオン移動が可能な分離膜お
よびこれを含む二次電池を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記目的を達成するために、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜は、格子形
態で形成される支持体と、前記支持体の前記格子にコーティングされ、複数個の通孔が形
成される多孔性イオン移動抑制層と、を含み、且つ、前記多孔性イオン移動抑制層の前記
各通孔は、電解質に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するよ
うに形成され、前記電子移動促進イオンが前記多孔性イオン移動抑制層を通過しないこと
を特徴とする
【００１３】
　この際、前記支持体は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）で形成され、前記多孔性イオ
ン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）で形成され得る。
【００１４】
　また、前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電気的に
荷電させて、前記支持体に放射する電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）に
より形成され得る。
【００１５】
　また、前記多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）にアルカリ
金属またはアルカリ土類金属を少なくとも一つ以上置換して形成され得る。
【００１６】
　また、本発明による二次電池は、正極と、負極と、前記正極と前記負極との間に介在さ
れる分離膜と、前記負極、前記分離膜および前記正極の一部を含浸する電解液と、を含み
、前記分離膜は、複数個の通孔が形成された多孔性材質で形成され、前記各通孔は、前記
電解液に含有された電子移動促進イオンのサイズより小さいサイズを有するように形成さ
れ、前記電子移動促進イオンが前記分離膜を通過しないようにすることで、前記電子移動
促進イオンが前記正極側に移動しないことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　これにより、本発明は、次のような効果を有する。
第一に、分離膜における多孔性イオン移動抑制層の多数の通孔を、電解質に含有されたカ
リウムイオンのサイズより小さいサイズを有するように形成させて、前記カリウムイオン
が炭素層に移動しないようにすることで、水酸化カリウムの析出を根本的に防止し、炭素
層が破壊されるに伴って空気亜鉛電池の性能が低下することを防止するという効果がある
。
【００１８】
　第二に、炭素層にカリウムが移動することを防止することによって、空気亜鉛電池の充
電時に、酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出しないようにして、空気亜鉛
電池を二次電池として使用可能にするという効果がある。
【００１９】
　第三に、アルカライン電池の分離膜に本発明を適用する場合、充電時に、水酸化カリウ
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ムが析出することを防止することができるため、アルカライン一次電池を二次電池として
活用することができるという効果がある。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本明細書および特許請求の範囲に使用された用語や単語は、通常的または辞書的な意味
に限定して解釈されてはならず、発明者は、自分の発明を最善の方法で説明するために用
語の概念を適宜定義することができるという原則に基づいて、本発明の技術的思想に符合
する意味や概念として解釈すべきである。
【００２１】
　したがって、本明細書に記載された実施例に示された構成は、本発明の最も好適な一実
施例に過ぎず、本発明の技術的思想を全部代弁するものではないため、本出願の時点にお
いてこれらを代替できる多様な均等物と変形例があり得ることを理解しなければならない
。なお、本発明を説明するに際して、関連した公知技術などが本発明の要旨を不明にし得
ると判断される場合には、それに関する詳しい説明は省略する。
【００２２】
　以下、本発明の好適な実施例による選択的イオン移動が可能な分離膜およびこれを含む
二次電池について説明する。
【００２３】
　本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜は、格子形態で形成される支持体と、支
持体の前記格子にコーティングされ、複数個の通孔が形成される多孔性イオン移動抑制層
とを含む。
【００２４】
　まず、支持体は、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）を硬化させて製作される格子形態の
シートである。ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）は、高分子化合物でポリ酢酸ビニルを加
水分解して得られる無色粉末であって、硬化させたとき、水に十分にぬれない特性を有す
る。
【００２５】
　本実施例では、支持体がポリビニルアルコール（ＰＶＡ）で製作されると説明している
が、必ずしもこれに限定されるものではなく、水に十分にぬれない材料は全部可能である
。
【００２６】
　なお、多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電気的に荷電
させて、支持体の前記格子に紡糸することによって形成される。すなわち、多孔性イオン
移動抑制層は、電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）により形成されるもの
である。上記のように、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔ
ｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）により支持体に紡糸し、多孔性イオン移動抑制層を形成すると、
多孔性イオン移動抑制層に多数の通孔が形成されるが、前記通孔のサイズがカリウムイオ
ンのサイズより小さいサイズで形成される。したがって、カリウムイオンが炭素層に移動
しないため、水酸化カリウムが析出することを防止する。
【００２７】
　また、多孔性イオン移動抑制層は、ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）にアルカリ金属
またはアルカリ土類金属を少なくとも一つ以上置換して形成させることもできる。
ポリビニルアセテート（ＰＶＡｃ）のバックボーンに連結されたラジカルのメチル基水素
を少なくとも一つ以上アルカリ金属またはアルカリ土類金属で置換すると、化学的構造上
、カリウムイオンが多孔性イオン移動抑制層を通過しないようになる。この場合にも、ポ
リビニルアセテート（ＰＶＡｃ）を電界紡糸工程（ｅｌｅｃｔｒｏｓｐｉｎｎｉｎｇ）に
より形成させることと同一の効果が得られる。
【００２８】
　以下では、本発明による二次電池について説明する。
本発明による二次電池は、正極と、分離膜と、電解液と、負極とを含んで構成される。
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【００２９】
　まず、前記正極は、炭素層と、炭素層の内部に形成される金属メッシュ形態の正極集電
体と、炭素層の上部に形成されるテフロン層とを含む。
【００３０】
　また、炭素層の下部に選択的イオン移動が可能な分離膜が介在し、選択的イオン移動が
可能な分離膜から所定の間隔を隔てて前記負極の負極集電体が形成される。
【００３１】
　電解液は、亜鉛（Ｚｎ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）および水（Ｈ２Ｏ）が混合された
スラリー形態で形成され、分離膜と負極集電体との間に収容される。この際、電解液が選
択的イオン移動が可能な分離膜を通過して炭素層の一部を含浸し、気液界面を形成する。
【００３２】
　本発明による二次電池は、選択的イオン移動が可能な分離膜の多孔性イオン移動抑制層
によりカリウムイオンが炭素層に移動しないため、水酸化カリウムの析出を根本的に防止
し、炭素層が破壊されるに伴って二次電池の性能が低下することを防止することができる
。
【００３３】
　また、炭素層にカリウムが移動することを防止することによって、二次電池の充電時に
、酸素が正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出しないようにして、空気亜鉛電池を
二次電池として使用可能にすることができる。
【００３４】
　なお、本発明の選択的イオン移動が可能な分離膜をアルカライン電池に適用する場合、
アルカライン電池の正極側にカリウムイオンが移動することを防止し、充電時に、酸素が
正極側に移動しても、水酸化カリウムが析出することを防止することができるため、アル
カライン一次電池を二次電池として活用することができるという非常に優れた効果が発生
する。
【００３５】
　以上、本発明による選択的イオン移動が可能な分離膜およびこれを含む二次電池に関す
る好適な実施例について説明した。
【００３６】
　前述した実施形態は、全ての面で例示のものであり、限定的なものでないと理解しなけ
ればならない。そして、本発明の範囲は、上記の詳細な説明よりは後述する特許請求の範
囲により示され、特許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導出される全
ての変更または変形可能な形態が本発明の範囲に含まれるものと解釈されるべきである。



(11) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

20

30

40



(13) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

20

30

40



(14) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

20

30

40



(15) JP 2018-519622 A 2018.7.19

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．テフロン

(72)発明者  コン、　ジェ　キョン
            大韓民国　０６５０９　ソウル　ソチョ－グ　シンバンポ－ロ　２３－ギル　５　（チャムウォン
            ードン　ウーソン　アパート）１０３ドン　１０２ホ
Ｆターム(参考) 5H021 BB07  BB12  CC04  CC07  EE02  EE05  EE17  EE26  HH03 
　　　　 　　  5H028 AA05  EE02  EE06  HH05 
　　　　 　　  5H032 AA02  AS03  BB05  CC06  EE04  EE08  HH04 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	search-report
	overflow

